
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
六郷中学校保健室 令和５年７月２０日 

 

熱中症に注意！全国的に増加傾向 

令和４年５月から９月の全国における熱中症による救急搬送人員の累計は ７万１０２９人 となっており,これは,

平成２０年の調査開始以降,３番目に多い搬送人員でした。また,令和３年の同期間の救急搬送人員 ４万７８７７人と

比べると ２万３１５２ 人増 となりました。 

環境省と気象庁は,熱中症予防対策として「熱中症警戒アラート」を運用しています。「熱中症警戒アラート」は,熱

中症の危険性が極めて高くなることが予測された場合に気象庁と環境省が共同で発表する情報です。「熱中症警戒ア

ラート」が発表されている日は外出を控える,エアコンを使用する等の熱中症予防の行動が重要になります。 

「熱中症警戒アラート」を発表していない場合であっても,周辺の環境,行動の内容,体調などによっては熱中症を引

き起こす可能性があります。暑さ指数(WBGT)を確認し,行動の目安にしましょう。 

夏休み号 
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中総体,中間テスト,合唱祭を終え,いよいよ夏休みです。 

暑さに負けないようしっかり生活リズムを整え,元気に夏休みを過ごしましょう！ 

 

暑さ指数（WBGT：湿球黒球温度）とは, 

人間の熱バランスに影響の大きい 

気温,湿度,輻射熱（日射しを浴びたときに受ける熱や地

面などから出ている熱）の３つを取り入れた温度の指標

です。暑さ指数（WBGT）は,運動環境や労働環境の指針

として有効であると認められ,多くの学校において屋外

での体育の授業の実施や,部活動の実施の目安として用

いられます。 

 

暑さ指数（WBGT）って知ってる？ 

保健室前に,その日の暑さ指数（WBGT）を掲示中！要チェック↓↓ 

暑さ指数（WBGT）

３１以上 運動は原則中止
特別の場合以外は運動を中止する。

特に子どもの場合には中止するべき。

２８以上３１未満 厳重警戒（激しい運動は中止）

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など体温が上昇しやすい運動

は避ける。10～20分おきに休憩をとり水分・塩分の補給を行う。

暑さに弱い人は運動を軽減または中止。

２５以上２８未満 警戒（積極的に休憩）
熱中症の危険が増すので、積極的に休憩をとり適宜、水分・塩分を補給する。

激しい運動では、30分おきくらいに休憩をとる。

２１以上２５未満 注意（積極的に水分補給）

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的に水分・塩分を補給す

る。

２１未満 ほぼ安全（適宜水分補給）
通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補給は必要である。

市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するので注意。

熱中症予防運動指針


